
委員会活動報告 127号2018年11月平成30年

平成30年10月16日（火）13：30～ 17：00

ベルサール八重洲

日 時

場 所

くすり相談委員会副委員長　後藤 秀樹

日本ジェネリック製薬協会理事長　伏見 環 

「くすり相談業務における通話記録のテキスト化」

「在宅薬剤師業務・高齢者への薬物療法の現状」

－もっと薬剤師に聞いてみよう－

くすり相談委員会委員長　中沢 敏之

開会挨拶

閉会挨拶

司 会

講演Ⅰ

講演Ⅱ

プ ロ グ ラ ム

中外製薬株式会社　メディカルアフェアーズ本部　
メディカルインフォメーション部　
メディカル推進グループ
グループマネージャー　

講師

講師

森田 健司 先生

公益社団法人　東京都薬剤師会　副会長
株式会社クリーン薬局　代表取締役

大木  一正 先生

くすり相談委員会全体研修会
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　10月16日（火）ベルサール八重洲におきまして、くすり相談委員会の全体研修会を開催いたしま

した。今回は会員会社から27社39名の参加を得、参加者へのアンケートも実施いたしました。

　森田先生からは、現在中外製薬株式会社で使用されている自動音声テキスト化システムの取り組

みについて、その実際をご紹介頂きました。

導入の狙いやシステム活用のための工夫など、具体例を上げてお話し頂きました。その中でも電話

対応者のサポート機能の紹介や、導入時には期待していなかった機能が対応者の業務品質の向上に

つながった事例などは、大変興味深く拝聴致しました。活用の充実を計るため、現在検討を重ねてい

る機能もあるとのことでしたが、講演後には活発に質疑応答が行われ、AI導入が必須となる時代を

前に、その関心の高さが伺えました。

　大木先生からは、在宅薬剤師業務と高齢者における薬物療法の現状について、実際の取り組みを

中心に2時間にわたり幅広くお話し頂きました。

在宅医療は現在、地域包括ケアシステムとして多職種で連携して患者を見守る体制が取られており

ます。そのチームケアの中で、かかりつけ薬剤師の訪問業務の流れや取り組みの工夫について、例え

ば服薬管理のための投薬カレンダー使用や、状況把握のための服薬後の薬空袋回収など、実物を示

しながら紹介して頂きました。

　講演の中で、高齢者の薬物療法では、機能低下を個別に評価した対応が必要であり、薬剤師の使命

は、「患者の実際の食事・排泄・睡眠・運動領域の質を薬によって上げ、副作用によって下げないために

関わっていくことにある」とのお話に、我々もその一助となるよう努める必要があると感じました。

　また、ジェネリック医薬品で取り組み始めた錠剤印刷やPTPシートへの情報記載、容器の工夫な

どが現場で多少なりとも評価を頂けていることが分かり、嬉しく感じました。一方、その錠剤印刷の

印字が粉砕時に残ってしまうケースや、PTPシートの強度が強すぎて高齢者には不向きな製品もま

だまだある、といったメーカーにとって貴重なお話しも頂きました。

　高齢者の在宅医療を前提としたお問合せが増加する昨今、現場を知る機会が少ないくすり相談員

にとって、すぐさま業務に生かせる情報も多く大変感謝しております。

　ご講演頂きました森田先生、大木先生には心より御礼申し上げます。

概　要
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